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第１章 消防の広域化の背景  

１ 消防の広域化の背景  

近年、多様化・激甚化・頻発化する風水害や、切迫する大規模地震等に備え

るため、防災・減災、国土強靭化の取組を進めることが重要であり、消防の果

たす役割は益々増大しています。さらに、高齢化社会の進展や新型コロナウイ

ルス感染症への救急対応など、消防を取り巻く環境は大きく変化しています。  

このような状況下において、初動体制の強化、装備の充実、大規模災害への

対応など、スケールメリットが実現できるとされている市町村の消防の広域化

が推進されています。  

平成１８年６月には、消防組織法が改正され、同年７月に「市町村の消防の

広域化に関する基本指針」が策定されました。この法律に基づき、平成２０年

３月に「埼玉県消防広域化推進計画」が策定され、上尾市・伊奈町においても、

埼玉県が示した地域の枠組みの中で消防の広域化についての議論を重ねてきま

した。  

その後、上尾市と伊奈町双方における消防救急無線のデジタル化に伴う、消

防通信指令施設の更新が共通の課題として認識され、新たな取組として平成２

５年４月１日から上尾市・伊奈町消防指令センターの共同運用を開始していま

す。  

こうした取組のなか、同日には「市町村の消防の広域化に関する基本指針」

の一部が改正され、改正前の基本方針に定められた広域化の推進期限の延長や

具体的な基本方針が示されました。  

この新たな基本方針に基づき、平成２５年８月に上尾・伊奈広域行政協議会

総会において、伊奈町から上尾市との消防の広域化についての提案がなされま

した。これを受けて、平成２５年９月に上尾市・伊奈町消防広域化検討委員会

を立ち上げ、現状と課題の抽出、広域化の方向性について、「上尾市・伊奈町

消防広域化検討委員会報告書」を策定しました。  

そして、平成２６年５月に「上尾市・伊奈町消防広域化協議会」を設立し、

同年９月には埼玉県知事から「消防広域化重点地域」に指定され、広域化によ

る様々なスケールメリットを活用して、地震・台風等の広域的な自然災害や大

規模火災等に対応できる消防体制の充実強化を図るために様々な協議を重ねて

きました。  

この広域消防運営計画は、広域化後の新たな消防本部の円滑な運営を確保す

るために必要とされる項目について、消防組織法及び市町村の消防の広域化に

関する基本指針を踏まえ、協議を経て両市町の合意の下に、広域化を実現させ

る基本的な計画として位置付け作成したものです。  
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上尾市と伊奈町は、地理的条件や生活圏が同じことから地域住民のつながりが

強い地域であり、消防相互応援協定を締結する以前から、災害に対応するための

取組を互いに行ってきた経緯がある。  

 こうした状況のなか、今後予想される大規模な自然災害、災害の複雑化や住民

ニーズの多様化等、消防を取り巻く環境の変化に的確に対応できる消防体制づく

りが求められることから、平成２５年４月から上尾市と伊奈町による消防通信指

令施設の共同整備・共同運用を進め、基盤の強化に努めてきた。  

 本委員会では、更なる消防体制の強化を図るため、上尾市・伊奈町における消

防体制等の現状と課題を抽出し、広域化の方向性について検討を重ねてきた。そ

の結果として、高齢化社会の進展に伴う飛躍的な救急需要の増加、消防施設の老

朽化、消防体制の整備・強化や社会保障費の増大による財源不足等の課題があ

る。  

 これらの課題を解決するためには、署所の適正配置や効率的な財政運用及び職

員配置が必要であると共に、社会情勢の変化に迅速に対応するための基盤の強化

に向けて、上尾市と伊奈町による消防の広域化は必要であると判断したことか

ら、消防の広域化を進めるものと結論づけられる。  

 また、消防の広域化を進めることで、国の財政支援を積極的に活用するなど、

今後の消防施設の整備等における財政負担の軽減が期待できる。  

 

２ 検討経過  

平成２０年３月  埼玉県消防広域化推進計画が策定され、上尾市・伊奈町

において、調査研究を開始  

  

平成２５年４月  消防救急無線のデジタル化に伴い、上尾市・伊奈町消防指

令センターの共同運用を開始  

 

平成２５年８月  上尾・伊奈広域行政協議会総会において、伊奈町から上尾

市へ消防の広域化について提案  

 

平成２５年９月  上尾市・伊奈町消防広域化検討委員会を設置し検討を開始  

 

平成２６年３月  「上尾市・伊奈町消防広域化検討委員会報告書」を策定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年５月  上尾市・伊奈町消防広域化協議会を設置し協議を開始  

  

平成２６年９月  埼玉県から消防広域化重点地域に指定  

 

 

【検討結果】  

令和４年     幹事会・協議会を重ね、運営計画策定  
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第２章 現状と課題  

 

１ 構成市町の概要  

 ⑴  上尾市の概要  

   

          上尾市は、首都東京から３５ｋｍの距離にあり、埼玉県

の南東部に位置しています。東は伊奈町と蓮田市に、南は

さいたま市に、西は川越市と川島町に、北は桶川市と隣接

しています。  

  昭和３０年１月１日、上尾町、平方町、原市町、大石村、上平村、大谷村  

 の３町３村が合併して上尾町になり、３年後の昭和３３年７月１５日の市制  

 施行で上尾市が誕生しました。当時、人口は約３万７千人でしたが、地理的  

 条件の良さに国の高度成長政策も加わり、田園都市から工業都市、そして住  

 宅都市へと変貌しました。  

  平成３０年に市制施行６０周年を迎え、  

 人口は２３万人を超えています。上尾市で  

 は、「みんなでつくる みんなが輝くまち  

  あげお」を将来都市像と定め、新たな時  

 代に向けたまちづくりに取り組んでいます。  

 ⑵  伊奈町の概要  

 

          伊奈町は、埼玉県の中南部、東京都心から４０ｋｍ圏内

の東北新幹線と上越新幹線の分岐点に位置しています。昭

和１８年に小室村と小針村が合併した際、今から４００年

ほど前に代官頭（のちの関東郡代）伊奈備前守忠次公がこ  

の地に陣屋を構えたことから、伊奈氏にちなみ伊奈村と命名したことが、そ  

の名の由来です。  

 今もなお、町の東部を流れる綾瀬川付近一帯に広がる田園地帯や梨・ぶど  

 うなどの果樹園、そして自然林など、緑豊かな自然が多く残っています。昭

和５８年の埼玉新都市交通ニューシャトルの開通等により都市基盤整備が進

み、若い家族が集う活気あふれる町へと発  

展を続けています。子育てとお年寄りに優  

しく、活力ある「ずっと住みたい緑にあふ  

れた キラキラ光る 元気なまち」を目指  

し、町民の皆さんの目線に立った行政運営  

に取り組んでいます。  
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（令和４年４月１日現在）  

  《上尾市と伊奈町の位置》 

 

 

 

 ⑶  両市町の人口推移・面積  

〇面積等  

                      

 上尾市  伊奈町  

人口  ２３０，３８５人  ４５，０２１人  

面積  ４５．５１ｋ㎡  １４．７９ｋ㎡  

広ぼう  
東西 １０．４８ｋｍ  

南北  ９．３２ｋｍ  

東西  ２．５ｋｍ  

南北  ７．５ｋｍ  

  

 〇人口推移  

  国立社会保障・人口問題研修所の人口推計（平成２７年推計）では今後、

全国的に人口の減少が見込まれています。上尾市の人口は、平成２７年から

令和２７年までに約２５，０００人の減少が見込まれています。一方、伊奈

町の人口は、令和２７年には約７４０人の増加が見込まれています。 

  高齢者の人口割合は、令和２７年に上尾市は３７．１％、伊奈町は３５％

と増加の一途をたどると予想されています。 
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 平成 27 年 令和 2 年 令和 7 年 令和 12 年 令和 17 年 令和 22 年 令和 27 年 

上尾市 2 2 5 , 1 9 6  2 2 4 , 4 3 2  2 2 1 , 1 8 2  2 1 6 , 2 7 8  2 1 0 , 6 9 9  2 0 5 , 3 4 4  2 0 0 , 2 6 5  

伊奈町 4 4 , 4 4 2  4 5 , 7 5 7  4 6 , 3 0 1  4 6 , 2 3 0  4 5 , 8 8 6  4 5 , 5 3 5  4 5 , 1 7 9  

 

 〇高齢化率（％）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 27 年 令和 2 年 令和 7 年 令和 12 年 令和 17 年 令和 22 年 令和 27 年 

上尾市 2 5 . 6  2 8 . 0  2 8 . 9  3 0 . 1  3 2 . 3  3 5 . 6  3 7 . 1  

伊奈町 2 1 . 9  2 4 . 3  2 4 . 9  2 5 . 8  2 8 . 3  3 2 . 6  3 5 . 0  
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 ⑷  消防予算の推移 

 

 〇常備消防費予算額（千円）  

  

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

上尾市

伊奈町

 

 〇常備消防費予算額と住民１人当たりの常備消防費予算額（千円）  

  

 

 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

上尾市 2 , 5 9 0 , 1 8 1  2 , 6 4 2 , 7 1 0  2 , 8 1 8 , 7 9 4  2 , 9 2 5 , 0 7 1  2 , 7 2 8 , 5 5 2  

住民 1 人当たり  1 1 , 3 4 1  1 1 , 5 6 3  1 2 , 3 0 7  1 2 , 7 3 3  1 1 , 8 4 3  

伊奈町 5 9 0 , 5 5 8  5 7 4 , 4 6 9  6 3 5 , 1 1 2  6 4 5 , 6 5 1  5 6 3 , 1 7 4  

住民１人当たり  1 3 , 2 0 6  1 2 , 8 4 0  1 4 , 1 4 5  1 4 , 3 4 1  1 2 , 5 0 9  

 

 

 〇消防費基準財政需要額（千円）  

  

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

上尾市

伊奈町

 

 

 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 

上尾市 2 , 4 2 7 , 6 5 8  2 , 4 1 7 , 4 7 7  2 , 4 1 4 , 9 3 4  2 , 4 2 3 , 4 6 9  2 , 4 7 8 , 1 7 7  

伊奈町 6 5 1 , 8 5 2  6 5 3 , 3 5 5  6 5 2 , 8 5 8  6 5 9 , 1 3 7  6 8 1 , 6 1 9  
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２ 両市町の消防体制  

 ⑴  両市町の署所所在地  

 

 

 

施設名称  所在地  
建築面積 

延べ床面積  
運用開始年月日  

上尾市消防本部  

東消防署  
上尾市大字上尾村 537  

1749.08 ㎡ 

2659.06 ㎡ 
昭和 58 年 11 月 1 日  

上尾市東消防署 

原市分署  
上尾市大字瓦葺 1139  

471.03 ㎡ 

647.32 ㎡ 
昭和 54 年 4 月 1 日  

上尾市東消防署  

上平分署  
上尾市大字上 1573-1  

545.10 ㎡ 

733.40 ㎡ 
平成 6 年 4 月 1 日 

上尾市西消防署  上尾市中分一丁目 232  
1705.69 ㎡ 

2284.0 ㎡ 
平成 20 年 1 月 1 日 

上尾市西消防署  

大谷分署  
上尾市大字大谷本郷 908-8  

693.16 ㎡ 

676.01 ㎡ 
昭和 63 年 4 月 15 日 

上尾市西消防署  

平方分署  
上尾市大字平方 1713-1  

843.70 ㎡ 

794.41 ㎡ 
平成 17 年 4 月 1 日 

伊奈町消防本部

伊奈町消防署  
伊奈町大字小室 4885  

850.22 ㎡ 

1279.75 ㎡  
昭和 59 年 4 月 1 日  
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（令和４年４月１日現在）  

（令和４年４月１日現在）  

 ⑵  消防車両等  

                        

 消防ポンプ車  は し ご 車  化 学 車  救 急 車  救 助 工 作 車  指 揮 車  そ の 他  

上尾市  

東 消 防 署  2  1  1  1  1  1  4  

西 消 防 署  2  1  0  1  1  0  2  

原 市 分 署  2  0  0  1  0  0  1  

上 平 分 署  2  0  0  1  0  0  1  

大 谷 分 署  2  0  0  2  0  0  2  

平 方 分 署  1  0  0  1  0  0  2  

伊奈町  消 防 署  2  0  1  2  1  0  3  

合 計 1 3  2  2  9  3  1  1 5  

 

 そ の 他 の 車 両  

上尾市  

東 消 防 署  重 機 搬 送 車 、 非 常 用 救 急 車 、 調 査 車 、警 防 車  

西 消 防 署  積 載 車 、 連 絡 車  

原 市 分 署  連 絡 車  

上 平 分 署  連 絡 車  

大 谷 分 署  非 常 用 ポ ン プ 自 動 車 、 連 絡 車  

平 方 分 署  ボ ー ト ト レ ー ナ ー 、 連 絡 車  

伊奈町  伊 奈 町 消 防 署  非 常 用 救 急 車 、 予 防 車 、 警 防 車  

 

 

 ⑶  両市町の組織と人員配置 

                          

 〇上尾市消防本部（定数２６７人）               

所属等 配置人数 

上尾市 

（267） 

消防本部 

（42） 

消防長 1 

次長 1 

消防総務課 8 

消防総務課付 3 

予防課 11 

警防課 8 

指令課 10 

東消防署 

（120） 

署長 1 

管理課 5 

消防第 1 課 29 

消防第 2 課 29 

原市分署 28 

上平分署 28 

西消防署 

（105） 

署長 1 

消防第 1 課 23 

消防第 2 課 23 

大谷分署 36 

平方分署 22 
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（令和４年４月１日現在）  

 

 〇伊奈町消防本部（定数６１人）  

伊奈町 

（59） 

消防本部 

（17） 

消防長 1 

次長 1 

消防総務課 5 

消防総務課付（消防指令センター）  6 

予防課 4  

消防署 

（42） 

署長兼消防課長 1 

消防課 2 

消防第 1 課 19 

消防第 2 課 20 

 

 

 

 ⑷  階級別消防職員  

                        

0 10 20 30 40 50 60 70 80

消防士

消防副士長

消防士長

消防司令補

消防司令

消防司令長

消防監

消防正監

上尾市

伊奈町

 

 消 防 正 監  消 防 監  消 防 司 令 長  消 防 司 令  消 防 司 令 補  消 防 士 長  消 防 副 士 長  消 防 士  合 計  

上尾市  1  3  2 1  7 1  4 0  6 6  0  6 5  2 6 7  

伊奈町  ―  ―  1  1 7  1 6  3  9  1 3  5 9  

合 計 1  3  2 2  8 8  5 6  6 9  9  7 8  3 2 6  
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（人）  

（歳）  （令和４年４月１日現在）  

職員数  

 ⑸  年齢別職員構成  

                        

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

18

20

22

24

26

28

30

32

34

36

38

40

42

44

46

48

50

52

54

56

58

上尾市

伊奈町

 

 
1 8 歳 ～  

1 9 歳  

2 0 歳 ～

2 4 歳  

2 5 歳 ～

2 9 歳  

3 0 歳 ～

3 4 歳  

3 5 歳 ～

3 9 歳  

4 0 歳 ～

4 4 歳  

4 5 歳 ～

4 9 歳  

5 0 歳 ～

5 4 歳  

 5 5 歳  

以 上  
合 計 （ 人 ）  

上尾市  8  2 8  3 7  3 4  3 5  2 6  3 4  3 3  3 2  2 6 7  

伊奈町  2  1 2  8  3  2  8  8  1  1 5  5 9  

合 計 1 0  4 0  4 5  3 7  3 7  3 4  4 2  3 4  4 7  3 2 6  
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上尾市 伊奈町 合計

出
動
件
数  

３ 災害出動件数の推移  

 ⑴  火災出動件数の推移  

   火災出動件数は、全国的におおむね減少傾向にあります。上尾市では過

去１０年間で約２分の１に減少しています。伊奈町では、おおむね一定数

で推移しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平 成 2 4 年  平 成 2 5 年  平 成 2 6 年  平 成 2 7 年  平 成 2 8 年  平 成 2 9 年  平 成 3 0 年  令 和 元 年  令 和 ２ 年  令 和 ３ 年  

上尾市 7 3  9 5  6 9  6 9  5 4  6 3  4 3  4 2  3 9  4 3  

伊奈町 5  9  1 9  1 1  7  1 0  9  1 1  1 2  1 0  

合 計 7 8  1 0 4  8 8  8 0  6 1  7 3  5 2  5 3  5 1  5 3  

 ⑵  救急出動件数の推移  

   救急出動件数は、全国的に増加傾向にあります。しかし、令和２年は救

急出動件数が減少しました。理由としては、新型コロナウイルス感染症の

拡大に伴う衛生意識の向上や不要不急の外出自粛といった行動変容により、

救急出動件数の減少に繋がったと考えられています。両市町ともに、全国

と同様の傾向にあります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平 成 2 4 年  平 成 2 5 年  平 成 2 6 年  平 成 2 7 年  平 成 2 8 年  平 成 2 9 年  平 成 3 0 年  令 和 元 年  令 和 ２ 年  令 和 ３ 年  

上尾市 8 , 7 9 6  9 , 3 4 1  9 , 5 4 1  9 , 8 2 7  1 0 , 0 5 5  1 0 , 3 2 9  1 0 , 6 2 8  1 0 , 9 4 5  9 , 5 1 0  1 0 , 1 5 8  

伊奈町 1 , 4 1 3  1 , 4 3 3  1 , 5 8 0  1 , 6 0 4  1 , 6 7 0  1 , 6 4 3  1 , 7 6 5  1 , 7 9 1  1 , 5 4 0  1 , 6 4 4  

合 計 1 0 , 2 0 9  1 0 , 7 7 4  1 1 , 1 2 1  1 1 , 4 3 1  1 1 , 7 2 5  1 1 , 9 7 2  1 2 , 3 9 3  1 2 , 7 3 6  1 1 , 0 5 0  1 1 , 8 0 2  
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 ⑶  救助出動件数の推移 

  救助出動件数は、５年ごとの推移は全国的に増加傾向にありましたが、令

和元年以降は減少しています。上尾市は平成２８年、伊奈町は平成２９年ま

では増加傾向でしたが、その後は両市町ともおおむね一定数で推移していま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平 成 2 4 年  平 成 2 5 年  平 成 2 6 年  平 成 2 7 年  平 成 2 8 年  平 成 2 9 年  平 成 3 0 年  令 和 元 年  令 和 ２ 年  令 和 ３ 年  

上尾市  8 4  9 5  1 4 6  1 7 2  2 2 8  2 0 5  1 9 0  2 1 5  1 7 8  2 3 0  

伊奈町  1 5  2 1  2 5  2 4  2 8  4 0  2 4  3 1  3 5  3 0  

合 計 9 9  1 1 6  1 7 1  1 9 6  2 5 6  2 4 5  2 1 4  2 4 6  2 1 3  2 6 0  



 

13 

 

（令和３年度中）  

４ 予防体制  

 ⑴  防火対象物と立入検査 

   消防法では、建築物など火災予防行政の主たる対象となるものを「防火

対象物」と定義し、そのうち消防法施行令別表第一に掲げる防火対象物に

ついては、その用途や規模等に応じて、火災予防のための人的体制の整備

や消防用設備等の設置、防炎物品の使用などを義務付けています。  

消防機関は、火災予防のために必要があるときは、消防法に基づき、防

火対象物に立ち入って検査を行っています。  

 

  ア 防火対象物数と立入検査数   

       

防火対象物の区分  

上尾市  伊奈町  合計  

防火対
象物数  

立入検
査回数  

防火対
象物数  

立入検
査回数  

防火対
象物数  

立入検
査回数  

（一）  イ 劇場等  5  0  0  0  5  0  

ロ 公会堂等  8 0  0  1 5  0  9 5  0  

（二）  イ キャバレー等  0  0  0  0  0  0  

ロ 遊技場等  1 4  0  0  0  1 4  0  

ハ 性風俗特殊営業店舗  0  0  0  0  0  0  

ニ カラオケボックス等  5  0  0  0  5  0  

（三）  イ 料理店等  0  0  0  0  0  0  

ロ 飲食店等  7 4  1  2 1  1 2  9 5  1 3  

（四）    百貨店等  2 4 0  3  5 2  2 7  2 9 2  3 0  

（五）  イ 旅館等  6  0  2  0  8  0  

ロ 共同住宅等  2 5 6 1  9  4 1 3  0  2 9 7 4  9  

（六）  イ 病院等  8 3  1  2 2  6  1 0 5  7  

ロ 特別養護老人ホーム等  5 6  0  5  1  6 1  1  

ハ 老人デイサービス 

センター等  
1 2 2  1  2 3  9  1 4 5  1 0  

ニ 幼稚園等  4 1  0  6  0  4 7  0  

（七）    学校  1 5 9  0  5 9  0  2 1 8  0  

（八）    図書館等  1  0  1  0  2  0  

（九）  イ 特殊浴場  3  0  0  0  3  0  

ロ 一般浴場  0  0  0  0  0  0  

（十）    停車場等  1  0  0  0  1  0  

（十一）    寺社・寺院等  2 8  0  1 3  0  4 1  0  

（十二）  イ 工場等  4 4 3  4  2 0 7  0  6 5 0  4  

ロ スタジオ  0  0  0  0  0  0  

（十三）  イ 駐車場等  2 8  1  4  0  3 2  1  

ロ 航空機格納庫  0  0  0  0  0  0  

（十四）    倉庫  3 3 9  6 9  1 3 9  0  4 7 8  6 9  

（十五）    事務所等  4 4 9  8  1 0 8  0  5 5 7  8  

（十六）  イ 特定複合用途防火対象物                             3 4 4  1 4  4 7  7  3 9 1  2 1  

ロ 非特定複合用途 

防火対象物  
2 2 5  1 0  5 5  0  2 8 0  1 0  

（十六の二）    地下街  0  0  0  0  0  0  

（十六の三）    準地下街  0  0  0  0  0  0  

（十七）    文化財  0  0  0  0  0  0  

（十八）    アーケード  0  0  0  0  0  0  

（十九）    山林  0  0  0  0  0  0  

合計  5 3 0 7  1 2 1  1 1 9 2   6 2  6 4 9 9   1 8 3   
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（令和３年度）  

  イ 危険物施設数  

                              

危険物施設の区分 上尾市  伊奈町  合計  

製造所  8  5  1 3   

貯蔵所  屋内貯蔵所  7 2  2 4  9 6   

屋外タンク貯蔵所  2 0  5  2 5   

屋内タンク貯蔵所  0  0  0   

地下タンク貯蔵所  4 6  1 5  6 1   

簡易タンク貯蔵所  0  0  0   

移動タンク貯蔵所  2 7  2  2 9   

屋外貯蔵所  6  2  8   

小計  1 7 1  4 8  2 1 9   

取扱所  給油取扱所  3 5  1 2  4 7   

第１種販売取扱所  0  0  0   

第２種販売取扱所  0  0  0   

移送取扱所  0  0  0   

一般取扱所  4 0  1 9  5 9   

小計  7 5  3 1  1 0 6   

計  2 5 4  8 4  3 3 8   

事業所数  1 1 2  4 8  1 6 0   

 

 

 

 

 ⑵  予防体制の充実  

  ア 住宅火災対策の強化  

   住宅火災による死者の約７割が６５歳以上の高齢者となっており、住宅

用火災警報器の設置をはじめ、引き続き火災予防の普及啓発を進める必要

があります。  

 

  《令和３年度住宅用火災警報器推計設置率》 

 上尾市 伊奈町 全国平均 
設置率 83％ 72％ 83.1％ 
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  イ 立入検査の充実  

    両市町の消防本部では、火災予防のために必要があるときは、消防法

第４条の規定により防火対象物に立ち入って検査を行っています。  

    火災の発生を未然に防ぐためにも、立入検査の充実を図る必要があり

ます。  

    《令和３年度立入検査実施率》 

 防火対象物数 立入検査数 実施率 
上尾市 5,307 121 2.3％ 
伊奈町 1,192 62 5.2％ 

 

 

 

  ウ 火災原因調査の充実  

    火災原因調査の目的は、火災の発生及び延焼拡大、被害状況を調査し、

その要因を分析することにより、類似火災の予防や延焼拡大防止、被害

の減少などに役立て、消防行政を推進するための資料を得ることです。  

    近年では、電気製品等による製品火災対策への取組が求められ、消防

機関において、火災原因調査の専門的知識を有する職員の育成が求めら

れています。  
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（令和４年４月１日現在）  

５ 消防水利  

 〇  消防水利数  

   両市町が消防の目的で設置し、維持管理する消火栓、防火水槽等を消防

水利といいます。  

 

 上尾市  伊奈町  合計  

防火水槽  

（公設）  

2 0 ㎥級  2 6 9  9 0  3 5 9  

4 0 ㎥級  1 3 2  2 3  1 5 5  

6 0 ㎥級  5  0  5  

8 0 ㎥級  1  0  1  

1 0 0 ㎥級  1 4  6  2 0  

小計  4 2 1  1 1 9  5 4 0  

消火栓  2 2 9 6  5 3 8  2 8 3 4  

プール  3 4  6  4 0  

計  2 7 5 1  6 6 3  3 4 1 4  

 

     《令和元年度消防水利充足率》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 算定数 整備数 充足率 
全国 1,450,135 1,140,851 78.7％ 

上尾市 1,552 1,374 88.5％ 
伊奈町 436 342 78.4％ 

※令和元年度 消防施設整備計画実態調査  

上尾市  伊奈町  
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第３章 消防広域化の効果  

 

１ 住民サービスの向上  

 ⑴  災害発生時における初動体制の強化  

  火災が発生した時は、できるだけ多くの人員と車両が迅速に現場へ到着し、

消火活動を実施することが重要です。  

現状の相互応援協定による支援は、応援する側の消防体制に影響がない範

囲でしか受援できませんが、広域化後は、従来の市町の枠を超えた広域的な

対応が期待でき、災害対応の強化が図れます。  

  特に伊奈町で火災が発生した場合は、第１出動の部隊数が増加するため迅

速に包囲態勢をとることが可能となり被害が軽減されます。  

 

 

 

 

 

 ⑵  統一的な指揮下での効果的な部隊運用  

近隣応援などの別組織による応援出動では、効果的な消防活動を行うため

に必要な指揮命令の伝達等が困難となりますが、同一組織となることで統一

的な指揮下での効果的な部隊運用が可能となります。  
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 ⑶  署所配置や管轄区域の適正化による現場到着時間の短縮等  

現在の上尾市・伊奈町消防指令センターでは、両市町それぞれの消防車等

に対して出動させていますが、広域化後は同一の部隊運用を行うことで、よ

り効果的かつ迅速な車両の選定が可能となり、特に両市町の境付近では消防

車両等の到着時間の短縮が可能となります。  

 

 

 

 

《現場到着時間のイメージ》 

 現場目標  

広域化前（Ａ）  広域化後（Ｂ）  短縮時間 

署所  
距離

(ｍ)  

時間  

( 分 )  
署所  

距離  

(ｍ )  

時間  

( 分 )  

( A ) - ( B )  

上

尾

市  

上尾市総合福祉ｾﾝ ﾀ ｰ  上尾市 

東消防署  
2 , 7 0 0  4 . 5  伊奈分署  2 , 1 0 0  3 . 5  1 . 0  

（平塚 72 4）  

上尾警察署原市交番  上尾市 

東消防署  
3 , 1 0 0  5 . 2  伊奈分署  2 , 5 0 0  4 . 2  1 . 0  

（原市 14 5 3－3）  

伊

奈

町  

上尾鷹の台高校交差点

付近  
伊奈町 

消防署  
2 , 5 0 0  4 . 2  原市分署  9 2 2  1 . 5  2 . 7  

（栄 1－15 4）  

中荻住宅  伊奈町 

消防署  
2 , 7 0 0  4 . 5  東消防署  1 , 8 0 0  3 . 0  1 . 5  

（小室 11 0 8 0 付近）  

県民活動総合センター  伊奈町 

消防署  
4 , 7 0 0  7 . 8  上平分署  4 , 1 0 0  6 . 8  1 . 0  

（内宿台 6－26）  

※緊急車両の平均速度を、道路状況、人口密度等を考慮し、分速６００ｍと仮定し算出した数値である。  
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 ⑷  救急対応の向上 

・ 上尾市は令和３年の救急出動件数が１０，１５８件でした。現在救

急車を７台保有しており１台に係る出動件数は、１，４５１件となっ

ています。  

伊奈町は令和３年の救急出動件数が１，６４４件でした。現在救急

車を２台保有しており１台に係る出動件数は、８２２件となっていま

す。  

広域化後は、救急車の保有台数が９台になることから、令和３年の

救急出動件数から算出すると、救急車１台に係る出動件数は、１，３

１１件となり、上尾市では出動件数の負担軽減が図れます。  

   ・ 救急車の現有数については、「消防力の整備指針」に基づき算出す

ると両市町ともに１台不足している状況ですが、広域化後は、不足数

の解消が図れます。  

   ・ 救急出動要請時に消防本部の全救急車が出場している確率は小規模

本部ほど高くなりますが、広域化後は救急車の不在状態を解消するこ

とが期待できます。 

 

 

《応援救急出動件数》 

 平成３０年  平成３１年  令和元年  令和２年  令和３年  

上尾市から伊奈町 2 1 件 32 件 33 件 30 件 22 件 

伊奈町から上尾市 9 件 16 件 14 件 11 件 16 件 
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理想とする人事ローテーション

警防

予防救助

救急

２ 人員配置の効率化と充実  

 ⑴  本部機能統合等の効率化による現場活動要員の増強 

消防本部機能を統合することにより、人員の効率化が図られ、それに

より生じた人員を再配置することができ、消防力が増強されます。  

 

                 

                 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 救急・予防業務の高度化及び専門化  

  広域化により人員が増えることで以下のことが可能となります。 

ア 救急救命士等の資格取得や研修派遣が計画的に実施できることで、

より重度の傷病者に対して高度な救急救命処置が可能になるなど、質

の高い救急業務の提供が可能となる。  

イ 予防査察、違反処理、消防用設備等の検査、危険物許可等の火災予

防に関する高度な知識及び技術を有する予防技術資格者について、人

事ローテーションを積極的に行い、育成することが可能となる。 
 

 上尾市 

（人） 

広域前の割

合（％） 

伊奈町 

（人） 

広域前の割

合（％） 

広域後 

（人） 

広域後の割

合（％） 

救急救命士 43 1 6 . 1  1 3  2 2 . 0  5 6  1 7 . 1  

予防技術資格者 22 8 . 2  1 0  1 6 . 9  3 2  9 . 8  

※割合＝広域前：現有数上尾市 267 人･伊奈町 59 人／広域後:32 8 人で算出 

※救急救命士は救急業務従事者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状

異動

異動

異動

異動

専門性が高い分野で新たな職員を育成する余裕がない
⇒異動が限定的となりやすい
年齢構成が不均衡
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３ 消防体制の基盤の強化  

 〇  財政規模の拡大に伴う高度な資機材の計画的な整備 

財政規模の拡大に伴う高度な資機材の計画的な整備により、安定的な財

政運営を行うことができるようになることから、単独消防本部では整備が

困難だった高度な消防資機材も計画的に整備することができます。  

また、類似の装備・資機材等に対する重複投資を回避することができま

す。  
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第４章 広域化後の消防の円滑な運営確保に関する事項  

 

 

 

  この章では、消防組織法（昭和２２年法律第２２６号）第３４条の

規定に基づき、上尾市及び伊奈町の地域において、広域化後の消防の

円滑な運営を確保するための必要な事項を定めています。 
 

 

 

 

 

 

１ 基本的事項  

 ⑴  広域化の方式  

伊奈町から上尾市への「事務委託方式」とする。 

補足  

行財政上の様々なスケールメリットを活かし、上尾市・伊奈町の消防

力の強化と住民サービスの一層の向上を図ることを目的とし、経費節減

とスピードのある意思決定を行うことで、適切な消防サービスの提供及

び住民負担の適正化が可能となる。  

また、消防の責任の所在を明確にし、増加する救急要請等に対応する

ため現場活動要員の増強など、消防サービスを両市町の実情に即して提

供し、合理的な消防行政を確保するという観点から、事務委託方式によ

る広域化が相応しい。  

財政面では、組合議会の設置、給与、共済事務等一定の経費及び事務

量（人員配置）が発生する一部事務組合方式より事務委託方式による広

域化の方が、初期投資を含め、財政負担が少なく、経費の縮減を図る上

でも効果が大きく、両市町においても今後予想される厳しい財政事情を

考慮すると、効率的な財政運用が求められる。  

以上のことから、事務委託方式を採用し、人口及び消防本部の規模が

大きい上尾市を受託自治体とする。なお、委託事務の管理及び執行に関

し、伊奈町の意向を反映する調整組織の設置が必要になる。  
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 《広域化方式の比較》 
区 分  事 務 委 託  一 部 事 務 組 合  

関 係 法  地 方 自 治 法 第 2 5 2 条 の 1 4 等  地 方 自 治 法 第 2 8 6 条 等  
組 織 上 の 相 違
（ 団 体 ）  

地 方 自 治 法 に 基 づ く普 通 地 方 公 共団 体  地 方 自 治 法 に 基 づ く特 別 地 方 公 共団 体 （市 町 村 か ら 独 立 ）  

設 置 手 続  県 知 事 へ の 届 出  県 知 事 へ の 申 請 ⇒ 許可  

方 式 概 要  

・ 普 通 地 方 公 共 団 体 の 事 務 の 一 部 の 執 行 管 理 を 他 の 普 通 地
方 公 共 団 体 に 委 ね る制 度 。  
・ 普 通 地 方 公 共 団 体 は 、 協 議 に よ り 規 約 を 定 め 、 事 務 を 委
託 す る 。  
・ 事 務 の 委 託 に よ り 、 法 令 上 の 責 任 は 、 受 託 を し た 普 通 地
方 公 共 団 体 に 帰 属 す る こ と に な り 、 委 託 を し た 普 通 地 方 公
共 団 体 は 、 委 託 の 範 囲 内 に お い て 、 委 託 し た 事 務 を 執 行 管
理 す る 権 限 を 失 う こと に な る 。  

・ 普 通 地 方 公 共 団 体 が そ の 事 務 の 一 部 を 共 同 し て 処 理 す る た
め に 協 議 に よ り 規 約 を 定 め 、 都 道 府 県 知 事 の 許 可 を 得 て 設 け
る 特 別 地 方 公 共 団 体。  
・ 一 部 事 務 組 合 が 共 同 処 理 す る も の と さ れ た 事 務 は 、 関 係 地
方 公 共 団 体 の 権 限 か ら 除 外 さ れ 、 一 部 事 務 組 合 に 引 き 継 が れ
る 。 そ の 事 務 に 係 る 条 例 、 規 則 等 は 一 部 事 務 組 合 が 制 定 す る
こ と に な る 。  

経 費 負 担  
・ 委 託 事 務 に 要 す る 経 費 は 、 委 託 を し た 普 通 地 方 公 共 団 体
が 受 託 し た 普 通 地 方 公 共 団 体 に 対 す る 委 託 費 と し て 負 担
し 、 そ の 経 費 の 支 弁の 方 法 は 規 約の 中 で定 め る 。  

・ 組 合 の 経 費 は 、 組合 を 組 織 す る地 方 公共 団 体 に よ る 分 担 、
組 合 財 産 収 入 の 充 当な ど そ の 方 式を 規 約の 中 で 定 め る 。  

メ リ ッ ト  

・ 1 対 1 の 受 委 託 の 関 係 に よ り 、 両 市 町の 実 情 に 応 じ た 消 防
サ ー ビ ス の 提 供 及 び負 担 の 適 正 化が 可 能。  
・ 一 部 事 務 組 合 方 式に 比 べ 財 政 負担 が 少な い 。  
・ 責 任 の 所 在 が 明 確。  
・ 行 政 上 の 意 思 決 定が 迅 速 。  

・ 両 市 町 が 基 本 的 に同 じ 立 場 で 組合 運 営に 参 画 。  
・ 全 体 の 経 費 に つ い て 費 用 按 分 す る こ と か ら 管 轄 区 域 内 の 消
防 力 が 概 ね 均 一 に なる 。  

デ メ リ ッ ト  
・ 委 託 側 の 当 該 事 務に 係 る 主 体 性が な くな る 。  
・ 受 託 側 の 管 轄 範 囲が 広 が り 、 責任 範 囲が 増 加 す る 。  

・ 両 市 町 間 の 意 見 集 約 、 合 意 形 成 に 時 間 が か か り 、 迅 速 性 に
欠 け る 。  
・ 組 合 議 会 の 設 置 、 給 料 ・ 共 済 事 務 等 の 組 織 運 営 に あ た り 一
定 の 経 費 及 び 事 務 量（ 人 員 ） が 増加 す る。  
・ 組 合 設 立 に 伴 い 関 係 条 例 全 て に お い て 新 た に 定 め る 必 要 が
あ る 。  
・ 両 市 町 の 実 情 に 応じ た 対 応 が 課題 。  

 

⑵ 委託事務の範囲  

広域化により伊奈町が上尾市に委託する事務については、次のとおり

とする。 

ア 消防に関する事務（消防団に係るもの並びに水利施設の設置、維

持及び管理に関するものを除く。） ※a 参照 

 イ 県知事から権限移譲を受けている事務 ※b 参照 

補足  

a 消防団に係るものは消防組織法第３１条、水利施設の設置、維持及

び管理については消防法第２０条に基づき除くものとする。ただし、

消防水利は常に使用できる状態を維持することが必要であるため、日

常の点検は上尾市消防本部で行うものとする。  

b 知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例（平成１１年埼玉

県条例第６１号）により市町村が処理することとされた事務のうち次

に掲げるものとする。  

    ・火薬類取締法（昭和２５年法律第１４９号）に基づく事務  

    ・高圧ガス保安法（昭和２６年法律第２０４号）に基づく事務  

    ・液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律（昭和４

２年法律第１４９号）に基づく事務  
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   消防組織法（昭和２２年法律第２２６号）抜粋  

   （市町村の消防の広域化）  

    第３１条 市町村の消防の広域化（２以上の市町村が消防事務（消防団の事務を除

く。以下この条において同じ。）を共同して処理することとすること又は

市町村が他の市町村に消防事務を委託することをいう。以下この章におい

て同じ。）は、消防の体制の整備及び確立を図ることを旨として、行われ

なければならない。  

 

 

 

 

   消防法（昭和２３年法律第１８６号）抜粋  

   （消防水利の基準及び水利施設の設置等の義務）  

    第２０条 消防に必要な水利の基準は、消防庁がこれを勧告する。  

② 消防に必要な水利施設は、当該市町村がこれを設置し、維持し及び管理する

ものとする。但し、水道については、当該水道の管理者が、これを設置し、維

持し及び管理するものとする。  

 ※消防法逐条解説抜粋  

 「消防に必要な水利」とは、水道消火栓、貯水槽等の人工水利たると、海、河

川等の自然水利たるとを問わず、消防のためにあらゆる水の利便を総称する。  

 

 

 

 

 ⑶  消防広域化の実施時期  

 消防広域化の実施時期は、令和５年４月１日とする。 

補足  

「市町村の消防の広域化に関する基本指針」（消防庁告示）の一部が

改正され、広域化の推進期限が令和６年４月１日まで再延長されたこと

を踏まえ、消防の広域化の実施時期は令和５年４月１日とする。  
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⑷ 消防本部の位置及び名称  

ア 消防本部の位置は、上尾市大字上尾村５３７番地（広域化前の上尾

市消防本部の位置）とする。 ※a 参照  

イ 消防本部の名称は、「上尾市消防本部」とする。 ※b 参照  

補足 

a 現庁舎の耐用年数、移転・新築等の諸経費などの費用対効果を総合

的に勘案するとともに、住民サービスにおける利便性を考慮すると、

上尾市・伊奈町を一つのエリアとした場合、ほぼ中心に位置しており、

また、災害活動における中枢部となる消防指令センターがあることか

ら、現在の上尾市消防本部の位置とすることが合理的である。 

b 広域化の方式は事務委託方式を採用することから、広域化に伴う名

称の変更は行わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 消防署所の位置及び名称  

ア 広域化実施時の消防署所の位置は、現状の位置とする。  

イ 消防署所の名称は、上尾市は現状のとおりとし、伊奈町消防署の名

称を「上尾市東消防署伊奈分署」とする。  

補足  

・  上尾市の２署４分署については、現状のとおりとする。  

・  現状の伊奈町消防署を、上尾市消防本部の一組織となることから

「上尾市東消防署伊奈分署」とする。  

広域化前 広域化後 

上尾市東消防署 上尾市東消防署  

 上尾市東消防署原市分署  上尾市東消防署原市分署  

 上尾市東消防署上平分署  上尾市東消防署上平分署  

 上尾市西消防署  上尾市西消防署  

 上尾市西消防署大谷分署  上尾市西消防署大谷分署  

 上尾市西消防署平方分署  上尾市西消防署平方分署  

 伊奈町消防署  上尾市東消防署伊奈分署  
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２ 組織  

⑴ 消防本部・消防署の組織  

補足  

大 谷 分 署 警 防 第 一 担 当

救 急 第 一 担 当

警 防 第 二 担 当

警 防 第 一 担 当

警 防 第 二 担 当

救 急 第 一 担 当

救 急 第 二 担 当

救 急 第 二 担 当

平 方 分 署 警 防 第 一 担 当

救 急 第 一 担 当

警 防 第 二 担 当

救 急 第 二 担 当

現在の機構図（令和４年４月１日現在） 広域化時の機構図

指 令 課

管 理 課 管 理 担 当

東 消 防 署

消 防 第 一 課

総 務 担 当

予 防 ・ 査 察 担 当

調 査 ・ 保 安 担 当

警 防 担 当

救 急 担 当

指 令 第 一 担 当

指 令 第 二 担 当

消 防 総 務 課

予 防 課

警 防 課

上尾市消防本部

救 急 第 一 担 当

警 防 第 二 担 当

警 防 担 当

救 助 担 当

救 急 担 当

原 市 分 署 警 防 第 一 担 当

救 急 第 一 担 当

指 揮 担 当

警 防 担 当

救 助 担 当

救 急 担 当

消 防 第 二 課 指 揮 担 当

救 急 係

救 助 係

上尾市・伊奈町
消防指令センター

消 防 署

消 防 課 消 防 係

消 防 第 一 課 警 防 係

救 急 係

上尾市・伊奈町消防
通信指令事務協議会

予 防 課 予 防 係

消 防 総 務 課 総 務 担 当伊奈町消防本

救 急 第 二 担 当

平 方 分 署 警 防 第 一 担 当

救 急 第 一 担 当

警 防 第 二 担 当

救 急 第 二 担 当

救 急 担 当

警 防 第 一 担 当大 谷 分 署

上尾市消防本部 消 防 総 務 課 総 務 担 当

予 防 課 予 防 ・ 査 察 担 当

調 査 ・ 保 安 担 当

救 助 係

消 防 第 二 課 警 防 係

救 急 第 一 担 当

警 防 第 二 担 当

救 助 担 当

救 急 担 当

警 防 担 当消 防 第 二 課

救 助 担 当

救 急 第 二 担 当

西 消 防 署

消 防 第 一 課 警 防 担 当

警 防 第 二 担 当

救 急 第 二 担 当

上 平 分 署 警 防 第 一 担 当

東 消 防 署

管 理 課 管 理 担 当

消 防 第 一 課 指 揮 担 当

警 防 担 当

警 防 課 警 防 担 当

救 急 担 当

指 令 課 指 令 第 一 担 当

指 令 第 二 担 当

救 急 担 当

原 市 分 署 警 防 第 一 担 当

救 急 第 一 担 当

警 防 第 二 担 当

救 急 第 二 担 当

救 助 担 当

救 急 担 当

消 防 第 二 課 指 揮 担 当

警 防 担 当

救 助 担 当

上 平 分 署 警 防 第 一 担 当

救 急 第 一 担 当

警 防 第 二 担 当

救 急 第 二 担 当

指 揮 担 当

警 防 担 当

救 助 担 当

救 急 担 当

指 揮 担 当

警 防 担 当

救 助 担 当

救 急 担 当

伊 奈 分 署 調 整 担 当

西 消 防 署

消 防 第 一 課

消 防 第 二 課

 

ア 現状の伊奈町消防署を上尾市東消防署の分署組織として位置づけ、

調整担当、警防担当、救急担当を置く。  

イ 上尾市西消防署に指揮担当を新設する。  
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 ⑵  伊奈町が上尾市に委託する消防業務  

 

伊奈町消防本部各課の事務分掌について上尾市消防本部各課への振り

分けを行う。  

 

補足  

広域化の方式が「事務委託方式」となることから、伊奈町消防本部各課

の事務分掌について上尾市消防本部各課へ振り分けをする。  

 

 ≪伊奈町消防本部の事務分掌及び主な移管先≫  

①消防本部 消防総務課 庶務係  

事務分掌 主な移管先（上尾市へ） 
1 公印の保管に関すること。  ※消防団（公印）は伊奈町  

2 文書の収受、発送、保存に関すること。  消防総務課  総務担当  

3 消防委員会に関すること。  伊奈町  

4 職員の任免、服務及び給与に関すること。  消防総務課  総務担当  

5 予算及び執行に関すること。  消防総務課  総務担当  

6 職員の研修及び厚生福利に関すること。  消防総務課  総務担当  

7 消防職員委員会に関すること。 廃止  

8 公務災害補償に関すること。  消防総務課  総務担当  

9 貸与物品の支給に関すること。 消防総務課  総務担当  

1 0 物品の購入調達及び契約に関すること。  消防総務課  総務担当  

1 1 表彰に関すること。  消防総務課  総務担当  ※消防団 のみ伊奈町  

1 2 消防団に関すること。  伊奈町  

1 3 自動車の安全運転管理に関すること。  消防総務課  総務担当  

1 4 職員の安全衛生管理に関すること。  消防総務課  総務担当  

1 5 組織の改善及び考査に関すること。  消防総務課  総務担当  

1 6 例規の制定及び改廃に関すること。  消防総務課  総務担当  

1 7 重要施策の企画、調整及び立案に関すること。  消防総務課  総務担当  

1 8 消防広報に関すること。  消防総務課  総務担当  

1 9 消防統計に関すること。  消防総務課  総務担当  

2 0 消防施設及び庁舎の管理及び修繕に関すること。  

（大規模修繕を除く）  

消防総務課  総務担当  

2 1 上尾市・伊奈町消防通信指令事務協議会に関すること。  協議会廃止後、指令課  

2 2 課の庶務に関すること。  消防総務課  総務担当  

2 3 他の課に属さない事務に関すること。  ―  

  

②消防本部 予防課 予防係  

事務分掌 主な移管先（上尾市へ） 
1 建築確認の同意に関すること。 予防課  予防・査察担当  

2 防火対象物の検査及び指導に関すること。  予防課  予防・査察担当  

3 消防用設備の検査及び技術指導に関すること。  予防課  予防・査察担当  

4 防火管理者及び防災管理者の指導に関すること。  予防課  予防・査察担当  

5 防火対象物の査察及び調査に関すること。  予防課  予防・査察担当  

6 危険物製造所等の査察及び調査に関すること。  予防課  調査・保安担当  

7 危険物等の規制及び許認可に関すること。  予防課  調査・保安担当  

8 液化石油ガスの保安に関すること。  予防課  調査・保安担当  

9 火薬類の譲渡等の許可に関すること。  予防課  調査・保安担当  

1 0 あき地の環境保全に関すること。  予防課  予防・査察担当  

1 1 火災予防の企画に関すること。 予防課  

1 2 伊奈町火災予防条例（昭和 3 7 年条例第 4 5 号）に関する

こと。 

予防課  

1 3 火災原因の調査及び報告に関すること。  予防課  調査・保安担当  

1 4 罹災証明に関すること。  予防課  調査・保安担当  

1 5 火災の統計に関すること。  予防課  調査・保安担当  

1 6 防火協力団体に関すること。  予防課  

1 7 課の庶務に関すること。  予防課  
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③消防署 消防課 消防係  

事務分掌 主な移管先（上尾市へ） 
1 文書の収受、発送及び保存に関すること。  警防課  

2 警防、救急及び救助業務の企画立案及び警防計画に関す

ること。  

警防課  

3 消防水利の設置及び維持管理に関すること。  伊奈町  

警防課 警防担当  

4 火災警報に関すること。  指令課  

5 開発行為に係る事前協議に関すること。  警防課  警防担当  

6 消防相互応援協定等に関すること。  消防総務課  

7 火災原因の調査及び報告に関すること。  予防課  調査・保安担当  

8 医療機関及び関係機関との連絡調整に関すること。  警防課  救急担当  

9 訓練指導に関すること。  管理課  管理担当  

1 0 患者等搬送事業に関すること。 警防課  救急担当  

1 1 警防、救急及び救助統計に関すること。  警防課  

1 2 消防車両及び機械器具の購入、整備並びに管理に関する

こと。 

警防課  警防担当  

管理課 管理担当  

1 3 消防団に関すること。  伊奈町  

1 4 その他火災予防に関すること。 予防課  

1 5 課の庶務に関すること。  予防課  

1 6 他の課に属さない事務に関すること。  ―  

 

④消防署 消防第一課・消防第二課 救助係  

事務分掌 主な移管先（上尾市へ） 
1 救助業務に関すること。  東消防署 救助担当  

2 特殊災害活動に関すること。  東消防署 救助担当  

3 救助訓練に関すること。  東消防署 救助担当  

4 救助車両及び機械器具の維持管理に関すること。  東消防署 救助担当（車両を除く）  

5 救助調査に関すること。  東消防署 救助担当  

 ⑶  危険物施設の許認可  

危険物施設の許認可等については、消防に関する事務委託を受けてい

る上尾市長が行うこととする。  

補足  

消防法第１１条第１項第１号にて危険物施設を設置、又は当該施設の位

置、構造、設備を変更しようとする者は、消防本部及び消防署を置く市町

村の区域に設置される危険物施設については「当該市町村長」から許可を

得なければならないことから、広域化後は、伊奈町は上尾市に消防に関す

る事務（消防団に係るもの並びに水利施設の設置、維持及び管理に関する

ものを除く。）を委託しているため、当該許認可については、上尾市長が

行うものとする。  

 

消防法（昭和２３年法律第１８６号）抜粋  

   （製造所等の設置、変更等）  

    第１１条  製造所、貯蔵所又は取扱所を設置しようとする者は、政令で定めるとこ

ろにより、製造所、貯蔵所又は取扱所ごとに、次の各号に掲げる製造所、

貯蔵所又は取扱所の区分に応じ、当該各号に定める者の許可を受けなけ

ればならない。製造所、貯蔵所又は取扱所の位置、構造又は設備を変更

しようとする者も、同様とする。  

一 消防本部及び消防署を置く市町村の区域に設置される製造所、貯

蔵所又は取扱所    当該市町村長  
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⑷ 委託事務の管理、執行、関係条例等  

ア 消防に関する委託事務の管理及び執行については、上尾市の条例及

び規則その他の規程（以下「条例等」という。）の定めるところによ

るものとする。  

イ 上尾市は、委託事務の管理及び執行について適用される条例等を制

定し、又は改廃しようとする場合においては、あらかじめ、当該条例

等の案を伊奈町に通知しなければならないものとする。  

ウ 上尾市は、委託事務の管理及び執行について適用される条例等を制

定し、又は改廃した場合においては、直ちに、当該条例等を伊奈町に

通知しなければならないものとする。  

エ 伊奈町は、前項の規定による通知を受けたときは、直ちに当該条例

等を公表しなければならないものとする。  

補足  

上尾市長から伊奈町長への当該条例等の改廃による通知があったときの

公表の方法は、伊奈町の規定によるものとする。  

 ⑸  消防車両の配置場所  

広域化時の消防署所に配置する消防車両は次のとおりとする。  

補足 

≪車両配置≫ 

 
消防  

ポンプ車  
はしご車  化学車  救急車  

救助  

工作車  
指揮車  その他  

東消防署  2  1  1  1  1  1  4  

原市分署  2  0  0  1  0  0  1  

上平分署  2  0  0  1  0  0  1  

伊奈分署  2  0  1  2  1  0  2  

西消防署  2  1  0  1  1  1※ 2  

大谷分署  2  0  0  2  0  0  2  

平方分署  1  0  0  1  0  0  2  

※伊奈分署では、常時消防ポンプ車 2 台、救急車 2 台を運用する。  

※消防力の整備指針に基づき、西消防署に指揮車を新たに配備するが、新規購入するも

のではなく、伊奈町の警防車をもって運用を開始する。  

その他（東消防署）重機搬送車、非常用救急車、調査車、警防車  

       （原市分署）連絡車  

       （上平分署）連絡車  

       （伊奈分署）非常用救急車、連絡車  

       （西消防署）積載車、連絡車  

       （大谷分署）非常用ポンプ自動車、連絡車  

       （平方分署）ボートトレーラー、連絡車  
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 ⑹  部隊運用等  

災害出動については管轄区域に関係なく、災害発生地点から一番近く  

（直近方式）に位置する災害事案に該当する車両を出動させる。  

補足  

車両に搭載されている GPS（人工衛星の信号から座標を計測する機能）

を活用し、一般建物火災の場合、直近から７台の車両が出動する。第二出

動では４台追加され、さらに第三出動で、５台追加する。  

 ⑺  現場指揮体制  

 伊奈分署（広域化前の伊奈町消防署）は、広域化後、上尾市東消防署

管轄区域内の他の分署と同様に位置付ける形で、上尾市警防規程の見直

しを行うこととする。  

補足  

上尾市の東側に位置する伊奈町全域は、「上尾市消防本部及び消防署の

設置等に関する条例（昭和４０年条例第５号）」に基づき、上尾市東消防

署の管轄区域となるため、上尾東大隊の指揮下に入り、上尾市内の他の分

署と同様の指揮体制となる。  

また、西消防署に指揮担当（指揮隊）を新設して、東西の消防力の均衡

及び現場指揮体制の強化を図るため、併せて、上尾市警防規程の見直しを

行うものとする。  

 ⑻  消防指令センター  

 「上尾市・伊奈町消防通信指令事務協議会」を廃止する。 

補足  

現在、上尾市及び伊奈町で「上尾市・伊奈町消防通信指令事務協議会」

により消防指令センターを運用しているが、広域化後は上尾市消防本部の

一組織となることから、当協議会を地方自治法（昭和２２年法律第６７

号）第２５２条の６の規定により、両市町の議会で議決を経て廃止する。  

なお、広域化後においても決算等に係る必要な事務処理は、上尾市消防

本部指令課が伊奈町部局と共同して事務を進めるものとする。  

 

   地方自治法（昭和２２年法律第６７号）抜粋  

   （協議会の組織の変更及び廃止）  

    第２５２条の６ 普通地方公共団体は、普通地方公共団体の協議会を設ける普通地

方公共団体の数を増減し、若しくは協議会の規約を変更し、又は協

議会を廃止しようとするときは、第二百五十二条の二の二第一項か

ら第三項までの例によりこれを行わなければならない。  
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⑼ 消防署・分署の管轄区域  

ア 上尾市の消防署所の管轄区域は現状のとおりとする。  

イ 伊奈町全域を上尾市東消防署の管轄区域とする。  

補足  

上尾市の東側に位置する伊奈町全域は「上尾市消防本部及び消防署の設

置等に関する条例（昭和４０年条例第５号）」に基づき上尾市東消防署の

管轄区域とする。  

 

 ≪管轄区域≫  

名 称  位 置  管 轄 区 域  

上尾市東消防署  上尾市大字上尾村５３７番地  

緑丘、上町、宮本町、仲町、愛宕

の一部、日の出の一部、東町、本

町 、 柏 座 の 一 部 、 原 新 町 、 上 尾

宿、上尾村、二ツ宮、上尾下、原

市、瓦葺、五番町、原市中、原市

北 、 中 妻 、 上 、 久 保 、 西 門 前 、

南、菅谷、須ヶ谷、平塚、錦町、

上平中央、伊奈町全域  

上尾市西消防署  上尾市中分一丁目２３２番地  

愛宕一部、栄町、日の出の一部、

春 日 、 柏 座 の 一 部 、 谷 津 、 富 士

見、平方、上野、平方領々家、上

野本郷、西貝塚、中妻、浅間台、

弁 財 、 井 戸 木 、 泉 台 、 小 泉 、 中

分、藤波、小敷谷、畔吉、領家、

地頭方、壱丁目、壱丁目東、壱丁

目 西 、 壱 丁 目 南 、 壱 丁 目 北 、 今

泉、向山、大谷本郷、堤崎、中新

井、戸崎、川、西宮下  

 

⑽ 交替制勤務  

 交替制勤務者の勤務形態は２部制とし、１当務当たり１５時間３０分

とする。  

補足  

・  消防の勤務体制は、「毎日勤務」と「交代制勤務」に区分される。  

・  交替制勤務者の勤務時間は、１当務あたり１５時間３０分とする。  
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≪交替制勤務形態≫  

課  割当 (人 )  
1

日  

2

日  

3

日  

4

日  

5

日  

6

日  

7

日  

8

日  

9

日  

1 0

日  

1 1

日  

1 2

日  

1 3

日  

1 4

日  

消
防
第
１
課  

A  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  〇  ×  ●  ●  

B  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  

C  ●  ●  〇  ×  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  

D  〇  ×  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  ●  ●  

E  〇  ×  〇  ×  ●  ×  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  

F  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  

G  ●  ●  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  〇  ×  

消
防
第
２
課  

A  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  

B  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  

C  ●  〇  ×  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  ●  

D  ×  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  

E  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  

F  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  〇  

G  ●  〇  ×  〇  ×  ●  ●  〇  ×  〇  ×  〇  ×  ●  

 〇：当直勤務 ×：非番 ●：週休  

 

 ≪勤務時間≫  

毎日勤務  交替制勤務  

１日の勤務時間 ７時間４５分  １当務の勤務時間 １５時間３０分  

8：30～12：00 勤務 3 時間 30 分 
12：00～13：00 休憩  （60 分） 
13：00～17：15 勤務 4 時間 15 分 

8：30～12：15 勤務 3 時間 45 分 
12：15～13：00 休憩  （45 分） 
13：00～17：00 勤務 4 時間 00 分 
17：00～17：45 休憩  （45 分） 
17：45～22：00 勤務 4 時間 15 分 
22：00～ 5：00 仮眠  （7 時間） 
 5：00～ 8：30 勤務 3 時間 30 分 
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３ 人事、処遇  

⑴  職員定数  

広域化実施時の消防職員数は両市町の定数合計３２８名とする。 

補足  

令和４年４月１日現在、上尾市消防職員２６７名（定数２６７名）、伊

奈町消防職員は５８名（定数６１名）であり、定数から比較すると３名の

欠員となっている。広域化前の欠員を補充させたうえで広域化後の運用を

行うこととするため、広域化実施時の消防職員数は両市町の職員定数の合

計とする。  

 

 ⑵  職員配置及び採用計画  

ア 広域化後の消防職員の配置については、本部及び署所の体制を踏ま

え行うものとする。 

イ 広域化後の採用計画については、退職予定者等を考慮し行うものと

する。 

補足 

消防広域化時の職員配置については、消防本部の事務量及び各署所の出

動体制を考慮し、適正に行うものとする。なお、広域化後に消防署所が新

設された場合は、その時点での上尾市消防本部全体の状況を踏まえ、配置

を見直すこととする。 

また、新規職員の採用にあたっては、定年退職予定者の人数等を考慮し

たうえで採用計画を作成するものとする。  

⑶ 職員の任用  

ア 広域化に伴い、伊奈町消防職員は伊奈町を退職し、上尾市消防職員

として上尾市が新たに任用する。  

イ 前項により上尾市消防職員となる者の職務の級は、現行の役職及び

経験年数に基づき決定する。 

補足  

・  広域化による職員の任用については、上尾市の関係条例等に基づき

行うものとする。  

   ・  広域化後に退職者補充分等として、新規に採用する職員は、上尾市

の基準に基づき採用する。  
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 ⑷  職員の階級  

広域化後の伊奈町消防職員の階級は、広域化前の階級と同等以上と

し、上尾市消防本部の人事制度を基本とした階級設定とする。 

補足  

伊奈町消防職員の階級は、「上尾市消防本部組織規則」及び「上尾市消

防署組織規則」に基づき、職名に合わせて設定する。  

 上尾市消防本部 伊奈町消防本部 

階級 職 職  

消防正監 消防長  

消防監 
参事・次長・ 

署長・副参事 
 

消防司令長 
課長・分署長・主席主幹 

副分署長・主幹 
消防長  

消防司令 主幹・副主幹 
次長・署長・課長  

主幹・課長補佐  

消防司令補 主査 係長・主査  

消防士長 主任 主任  

消防副士長 主任・消防副士長 主事  

消防士 消防士 主事補  

⑸ 給料月額  

広域化に伴い伊奈町消防職員を退職して上尾市消防職員となる者の給

料月額は、従前の給料月額を配慮したうえで当該職員の経験年数等を上

尾市職員給料表に適用させた額とする。 

なお、この給料格付けの結果生じた広域化前との差額分は伊奈町が負

担するものとする。 

補足  

広域化に伴い、伊奈町消防職員がそれまで適用されていた給料月額を上

尾市の給料表に適用するにあたっては、広域化前と比較し原則不利益が生

じないような処遇とする。  

⑹ 諸手当の支給基準  

ア 諸手当（扶養手当・通勤手当・住居手当等）は、原則として現行の

上尾市の基準で支給する。 ※a 参照 

イ 退職手当については、引き続き両市町が加入している埼玉県市町村

総合事務組合の規定に基づき支給する。 ※b 参照 

補足  

a 広域化により上尾市に採用された職員の諸手当については、上尾市

の関係条例等に基づき支給するものとする。  

b 広域化により上尾市に採用された職員の退職手当については、伊奈

町退職時には支給せず、埼玉県市町村総合事務組合の規定に基づき、

引き続いた在職期間とする。  



 

35 

 

（単位：人）  

 ⑺  福利厚生  

職員の福利厚生については、上尾市の制度を適用する。 

補足  

広域化により上尾市に採用された職員の福利厚生については、埼玉県市

町村共済組合に関するもののほか、上尾市の現行の制度を適用するものと

する。  

 ⑻  教育、訓練及び研修  

広域化に伴う必要な教育・訓練・研修等を計画的に実施する。 

補足  

広域化後、組織全体のレベル低下を招かないようにするとともに、職員

の士気高揚にも努める必要性から、計画的に研修を受講できるよう、次の

とおり配慮する。  

   ・  消防大学校、埼玉県消防学校入校など、職員研修を積極的に推進し、

職員の資質及び職務能力の向上に努める。  

   ・  救急救命士をはじめ、職務遂行上必要な各種試験取得を推進する。  

 

  ≪消防大学校・埼玉県消防学校研修派遣状況≫ （令和４年３月３１日現在）  

  受講者数 上尾市消防本部 伊奈町消防本部 

消防大学校 

幹部科 1 1  8  3  

救助科 7  5  2  

救急科 4  0  4  

火災調査科 2  2  0  

警防科 6  5  1  

予防科 2  1  1  

違反是正特別講習 2  2  0  

査察業務マネジメントコース 3  2  1  

危機管理・国民保護コース 2  2  0  

消防団活性化推進コース 1  1  0  

小計 4 0  2 8  1 2  

埼玉県 

消防学校 

救急救命士養成 6 8  5 3  1 5  

指導救命士養成 1 2  8  4  

初任教育 3 0 2  2 5 0  5 2  

救急科Ⅰ課程 3 0  2 9  1  

救急科Ⅱ課程 3 2  2 5  7  

救急科（標準課程） 1 8 2  1 6 4  1 8  

警防科 4 5  3 8  7  

救助科 8 7  6 2  2 5  

警防活動教育 4 0  3 0  1 0  

予防査察科 3 4  2 3  1 1  

火災調査科 2 3  1 6  7  

特殊災害科 1 8  1 6  2  

実火災訓練指導者教育 2  1  1  

実火災訓練教育 1 4  1 0  4  

初級幹部科 2 6  2 1  5  

実科指導員教育 1 5  1 0  5  

小計 9 3 0  7 5 6  1 7 4  

合計 9 7 0  7 8 4  1 8 6  
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≪資格保有者≫               （令和４年３月３１日現在）  

 合計 上尾市消防本部 伊奈町消防本部 

救急救命士 8 6  6 7  1 9  

薬剤認定 7 9  6 0  1 9  

気管挿管認定 4 2  3 3  9  

ビデオ喉頭鏡気管挿管認定 4 0  3 2  8  

処置拡大認定 7 8  5 9  1 9  

自動車運転免許（普通） 3 2 3  2 6 4  5 9  

自動車運転免許（中型） 7 4  6 3  1 1  

自動車運転免許（大型） 1 9 5  1 7 1  2 4  

車両系建設機械 5 8  5 8  0  

小型船舶操縦士 5 2  5 2  0  

移動式クレーン 8 7  6 8  1 9  

玉掛け 9 1  7 1  2 0  

陸上特殊無線 2 7 6  2 2 8  4 8  

特定化学物質等作業主任者 3 1  3 1  0  

第一種衛生管理者 1 5  1 5  0  

      （単位：人） 

 

 

 ⑼  被服等  

被服等は、現行の上尾市の基準に統一する。 

補足  

・   伊奈町が上尾市に消防の事務を委託することから「上尾市消防職員

被服等の給与及び貸与に関する規則」に基づき被服等を統一する。  

・  早期の統一を目標とするが、当面の間は、両市町の現行の被服を併

用することも考慮する。  

・  被服等を統一することで、消防業務を広域化により運用しているこ

とが住民に理解してもらえるとともに、職員の士気向上及び組織の一

体感につながる。  
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【走行限界エリア】  

消防力の整備指針に基づき、出動署所から６分半以内に放水開始できる目安を、円で表したもの。  

４ 施設整備  

⑴  消防施設整備計画  

ア 施設の新設、既存施設の建替えについて  

消防庁舎等の新設、大規模改修及び建替えは、原則として当該不動

産の所在する市町が行う。その他、消防運営上必要な事項について、

両市町であらかじめ協議する。  ※a 参照  

なお、伊奈町北部の走行限界エリア外地域については、その解消を

図るため、伊奈町北部への消防施設新設を念頭に、国の財政措置の活

用を視野に入れ、広域化後８年以内に、両市町で協議しながら整備を

進めていく。  

イ 改修等の計画について  

消防庁舎等の改修等の時期については、各市町の公共施設等総合管

理計画等に記載し、管理運営する。 ※b 参照  

補足  

a 消防庁舎等の新設、大規模改修及び建替えに係る経費は、原則とし

て、当該不動産の所有者が負担する。  

ただし、消防本部（本部機能部分に限る）は、その所在に関わらず

両市町に必要であるため、当該部分についての大規模改修に係る経費

は、次ページ５⑴補足「c 広域化後の経費の負担割合について」で

定める経費負担割合に応じて両市町で按分負担することを原則として、

別途協議する。  

b 消防庁舎の耐用年数などを明記することにより、施設を安全に使用

することができるようにする。消防本部及び伊奈町の消防庁舎を改修

する必要があるときは、両市町にてあらかじめ協議する。  

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西消防署平方分署  

西 消防署  

西 消防署大谷分署  

東 消防署原市分署  

東 消防署上平分署  

上 尾市消防本部  

東 消防署  

伊 奈町消防本部  

伊 奈町消防署  
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 ⑵  車両更新計画  

上尾市が策定する車両更新計画に基づき、車両を更新・整備するもの

とする。  

補足 

広域化時、消防力の整備指針に基づき、西消防署に指揮車を新たに配

置する。当該車両は、伊奈町の警防車を利用する。なお、当該車両は、

調査目的で使用する車両であるため、災害時、迅速に指揮体制を確立す

るために必要な資機材の積載が十分でないことから、早期に専用車両の

配備を行うこととする。 

 

５ 経費  

 ⑴  経費の負担方法  

 委託事務の管理及び執行に要する経費は、伊奈町の負担とし、伊奈町

は、上尾市にこれを交付するものとする。 

補足 

a 広域化前の経費の負担方法、負担割合及び支弁方法について 

広域化前の経費であって、広域化に伴い臨時的に必要となる経費は、

伊奈町が負担する。 

ただし、消防指令センターに係る経費は、上記に関わらず、上尾市

で支出したうえで、「上尾市・伊奈町消防通信指令事務協議会経費支弁

に関する規程」に規定する経費の負担割合に応じて伊奈町が上尾市に

支弁する。 

b 広域化後の経費の負担方法について 

(a) 人件費について 

広域化後の人件費の負担方法については、「c 広域化後の経費

の負担割合について」で定める経費負担割合に基づき両市町で按分

して負担するものとする。 

(b) 消防庁舎等の新設、大規模改修及び建替えに係る経費について 

前ページ４⑴補足 a によるものとする。 

(c) その他の経費について 

その他の経費は「c 広域化後の経費の負担割合について」に掲

げる経費の負担割合に応じて各市町が負担する。 

c 広域化後の経費の負担割合について 

広域化後の経費の負担割合は、消防費に係る基準財政需要額（前年

度）の割合とする。当該経費の負担割合は、百分率で小数点第三位を

四捨五入し、小数点第二位まで求める。これにより算出した負担額に

一円未満の端数が生じる場合は、小数点第一位を四捨五入する。 
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ただし、広域化に伴い伊奈町の費用負担が増加することに配慮し、

令和５年度から令和８年度までの間は経過措置を設け、別に定める。 

d 広域化後の経費の支弁方法について 

広域化後の経費は、上尾市で支出したうえで、「b 広域化後の経

費の負担方法について」及び「c 広域化後の経費の負担割合につい

て」に基づき、伊奈町が上尾市に支弁する。 

ただし、消防庁舎等の新設、大規模改修及び建替えに係る経費は、

当該不動産の所有者が支出する。 

 ⑵ 職員給与の負担方法  

広域化前に各市町で任用されていた職員の給与等は、任用していた市

町が広域化後も負担することとし、広域化後に採用された職員の給与等

は、定められた経費負担割合に基づき両市町で負担するものとする。 

ただし、広域化時に従前組織の欠員（定年退職による欠員を除く）を

補うために採用された職員の給与等については、当該補充の対象となっ

た市町が負担するものとする。 

補足  

・ 広域化前から上尾市消防及び伊奈町消防に任用されていた職員の給

与等の負担については、広域化後なお従前のとおり当該職員が退職す

るまでそれぞれの市町において負担するものとする。  

・  広域化後に新たに採用された職員の給与等は、前ページ５⑴補足 b

「(a) 人件費について」によるものとする。 

・  上記給与等には、市町村共済負担金、退職手当負担金のほか、当該

職員に関する福利厚生等の諸経費を含むものとする。  

⑶ 広域化に伴い臨時的に必要となる経費  

ア 広域後の業務を円滑に行うために、広域化に起因する施設等の改修

や整備を広域化に伴い臨時的に必要となる経費として取り扱う。 

イ 広域化に伴い臨時的に必要となる経費に対しては、国及び埼玉県の

財政支援制度の活用を図る。 

補足  

≪広域化に伴い臨時的に必要となる経費にかかる項目≫                  

項目 内容 関係市町 

1  被服等の統一 
活動服や救急服、防火衣等を上尾市の基準に

統一（61 名分） 
伊奈町 

2  資機材の統一 消防ホース等の資機材を上尾市の基準に統一 伊奈町 

3  消防指令センターの改修 
統合に係る指令システムの改修、情報支援シ

ステムの改修 
上尾市・伊奈町 

4  庁内 LA N の整備 
伊奈分署の伊奈町庁内 LA N を撤去し、新たに

上尾市庁内 LA N を整備 
伊奈町 

5  車両表示 
消防車両 9 台分の表示を変更 

伊奈町消防署→上尾市消防本部へ 
伊奈町 

6  庁舎看板等 
消防署所名称変更に伴い伊奈分署に庁舎看板

等の制作 
伊奈町 
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 〇国における財政支援制度  

１ 消防広域化準備経費【特別交付税】 
  消防の広域化の準備に要する広域消防運営計画策定経費、広域化協議会負担金、協議会委

員報酬、広報誌作成費及び住民意向調査費等の経費について特別交付税措置を講じる。 

２ 消防広域化臨時経費【特別交付税】 

  消防の広域化に伴い臨時的に必要となる次の経費について特別交付税措置を講じる。 

① 消防本部・施設の統合、署所の再配置に伴う通信等施設・設備に要する経費 

② 本部の名称・場所の変更等に伴い必要となる経費 

③ 業務の統一に必要となるシステム変更、統一規定の整備等に要する経費 

④ その他広域化整備に要する経費 

３ 消防署所等の整備【①・②緊急防災・減災事業債】 

①  広域消防運営計画等に基づき、必要となる消防署所等の増改築（一体的に整備される

自主防災組織等のための訓練・研修施設を含む。また、再配置が必要と位置づけられ

た消防署所等の新築を含む。）※ 

②  統合される消防本部を消防署所等として有効活用するために必要となる改築※ 

③  ①、②以外の整備〔一般単独事業債：充当率９０％（通常７５％）〕 

４ 高機能消防指令センターの整備【緊急防災・減災事業債】 

  広域消防運営計画等に基づき整備する高機能消防指令センター（指令装置等）※ 

５ 消防用車両等の整備【緊急防災・減災事業債】 

広域消防運営計画等に基づく消防本部の統合による効率化等により、機能強化を 

図る消防車両等の整備※ 

６ 国庫補助金の優先配分【施設整備費補助金、緊援隊補助金】 

  消防の広域化に伴う消防防災施設等の整備については、消防防災施設整備費補助金及び緊

急消防援助隊整備費補助金の交付の決定に当たって、特別の配慮を行う。 

【※ 消防広域化重点地域に指定された市町村に限る。】 

緊急防災・減災事業債 

 ・ 対象事業 

   地域の防災力を強化するための施設の整備、災害に強いまちづくりのための 

事業などの地方単独事業等を対象 

   ・ 財政措置  地方債充当率 １００％  交付税導入率  ７０％  

 〇埼玉県における財政支援  

１ ふるさと創造資金 

【補助対象事業】 

広域連携によるスマート自治体転換等支援事業 

（広域連携を活用した効率的な行政サービスの提供や体制整備のために実施する事業） 

補助率 ２分の１以内  補助上限額 ５，０００万円 

 

 

 



 

41 

 

⑷ 財産の取扱い  

ア 土地、建物の不動産について 

各市町が所有する土地、建物、訓練施設等の不動産については、広

域化後も、各市町の所有とする。広域化後の伊奈町の消防に係る不動

産については、上尾市消防に無償貸与する。伊奈町の消防に係る不動

産については、上尾市消防が管理する。 

イ 車両資機材等の動産について 

伊奈町（消防本部又は、消防署）が保有する車両や備品・什器等の

動産については、上尾市に無償譲渡する。ただし、債務があるものに

ついては、債務の償還中は上尾市に無償貸与し、債務の償還後に上尾

市に無償譲渡する。伊奈町の消防に係る動産については、上尾市消防

が管理する。 

補足  

伊奈町の消防に係る不動産については、伊奈消防団の会議や災害対策本

部としての利用など、必要と認められる場合は、伊奈町が一時的に利用す

ることができる。  

 

 ⑸  債務の取扱い  

ア 広域化前に各市町で起こした地方債は、当該借入団体が負担する。 
※a 参照 

イ 広域化後の地方債は、各市町で起債し、その債務は当該借入団体が

負担する。※b 参照 

補足  

a 広域化前に各市町で起こした地方債は、引き続き当該借入団体が負

担する。 

b 広域化後の地方債は、上尾市・伊奈町消防通信指令事務協議会の担

任する事務での取扱いと同様に、各市町で起債し、その債務は当該借

入団体が負担する。  

 

 ⑹  収入の帰属  

委託事務の管理及び執行に伴い徴収する手数料等の収入は、地方債を

除き、すべて上尾市の収入とする。 

補足  

委託事務の管理及び執行に伴い徴収する手数料等の収入は、地方債を除

き、すべて上尾市の収入とし、消防費のうち両市町で按分負担する経費に

充当する。  
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第５章 関係機関との連携に関する事項  

 ⑴  伊奈町災害対策本部との連携  

伊奈町災害対策本部には、上尾市消防本部から上尾市東消防署長と他

職員を派遣し、連携体制を図る。  

補足  

伊奈町で大規模災害等が発生した場合、上尾市消防本部から伊奈町災害

対策本部に上尾市東消防署長と他職員を派遣し、災害情報等の共有及び連

携体制を確保する。  

なお、このことを伊奈町地域防災計画に位置付けるものとする。  

 

 ⑵  消防団との連携   

ア 伊奈消防団に関する事務は伊奈町が行う。 ※a 参照  

イ 伊奈消防団は、上尾市消防本部と連携し災害対応を図る。 ※b 参照  

ウ 伊奈消防団の行事・研修・訓練等について、上尾市消防本部と協力

し連携を図る。 ※c 参照  

補足  

a 消防団の事務について 

上尾市消防団の事務は、従前のとおり上尾市消防本部が行い、伊奈

消防団の事務は、伊奈町の担当課が行う。 

   b 災害時の連携体制について 

伊奈町で災害が発生した場合、伊奈消防団は、上尾市消防長又は消

防署長の所轄の下に活動を行う。 

   c 平常時の連携体制について 

伊奈消防団の行事、研修、訓練等については、伊奈消防団を所管す

る伊奈町の担当課が主体となり、必要に応じて上尾市消防本部と連携

を図り実施する。 
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 ⑶  関係団体との連携  

 伊奈町消防本部と連携している関係団体は、目的を果たすため継続し

て事業を行う。 

 ただし、伊奈町企業防災連絡協議会については、事務は伊奈町の担当

課が行い、研修・訓練等については、担当課が主体となり、必要に応じ

て上尾市消防本部と連携する。 

補足  

≪伊奈町消防本部≫                  

団体名 組織概要 構成員（団体） 発足年月 

上尾伊奈防火安全協会 

会員相互の親睦融和を図るとと

もに、防火思想の普及徹底と防火

管理体制を確立、災害を防止して

会員各事業所の振興発展と社会公

共の福祉に寄与することを目的と

する。 

1 7 6 事業所 S 3 0 . 6  

伊奈町企業防災連絡協議会 

会員相互の融和親睦を図るとと

もに、消防防災機関との連絡を密

にし、防火思想の普及と消防設備

の整備充実を図り、防火管理体制

の確立及び近隣の初期消火活動の

協力、その他の防火協力を目的と

している。 

1 2 事業所 H 3 . 1 1  

 

 ⑷  意見調整組織  

ア 広域化時に消防広域化に係る意見調整組織として「上尾市・伊奈町

消防運営連絡会議」（以下「連絡会議」という。）を設置する。 

イ 連絡会議は、次に掲げる職にある者をもって構成する。 

 (ァ) 上尾市 

    消防長、消防本部次長、東消防署長、消防総務課長 

 (ィ) 伊奈町 

    くらし産業統括監、企画課長、生活安全課長 

ウ 連絡会議は、広域消防の運営状況を踏まえて、毎年度１回以上開催

する。 

  なお、この会議の所掌事務を遂行するため必要があると認めるとき

は、構成員以外の関係職員を出席させることができる。 

補足  

・  各市町の消防行政に対する意見を的確に把握し、広域化後の円滑な

消防行政の運営を図ることを目的とする。  

・  広域消防運営に係る各市町の首長同士の会談については、別途年１

回以上実施する。  
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